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{自的}適度な運動習'践は免疫機能を高めて、上気道
感染症の，罷患率を低下させると考えられている。上気
遊感染症の感染防御には、口胞内局所免疫機構が働き、
特に唾~1夜中の分泌型免疫グロプリンA (sIgA)が重要
な役割を果たしている。唾i夜中slgAが運動に伴って変、
動し、このことが上気遊感染症穫患の一因になってい
る可能性が考えられる。また、一般に加齢に伴い免疫
機能は低下し、感染に対する抵抗力も低下することが
知られている。 65歳以上の高齢者では、インフルエン
ザ様疾患や肺炎による死亡率が急増する事が報告され
ている。従って、免疫機能を高め、感染に対する抵抗
力を高めることは、高齢者の健康の維持、増進にとっ
て非常に重要である。従って本研究では、中高年者を
対象として、 42ヶ月間もの長期間のトレーニングが唾
液中slgAレベルに及ぼす影響を検討することを自的と
した。{方法}茨城県大洋村在住の遂動湾慣のない中
高年者団名(平均年齢70.4土 5.1歳)を対象とした。
対象者は、遜2臼のトレーニング教室(レジスタンス
トレーニング及び持久性トレーニング)に42ヶ月間継
続して参加した。トレーニング開始前、開始4、12、19、
24、31、36、42ヶ月後にそれぞれ唾液を採取し、 i掻液
中sIgAのi>>.IJ定を行った。唾液中slgA濃度の測定には
ELISA法を用いた。唾液分泌速度は、 1分間に分泌さ
れた唾液の重量を計測して算出した。 sIgA分泌速度は、
考委液中slgA濃度と唾液分泌速度の積から算出した。
{結果}唾液中sIgA濃度は、 トレーニング開始前によと
べ、開始19ヶ月後、 31ヶ月後、 36ヶ月後、 42ヶ月後で
有意に上昇した。唾液分泌速度は、 トレーニング期間
中、特に有意な変動は認められなかった。 sIgA分泌速
度は、 トレーニング開始前に比べ、開始19ヶ月後、 24
ヶ月後、 31ヶ月後、 3&ヶ月後、 42ヶ月後で有意に上昇ー
した。[考祭}継続的なトレーニングを行うことによっ
て、中高年者のI唾液中slgAレベルが開始19ヶ月後には
有意に上昇し、 42ヶ月経過しても高値のままであった。
従って、継続的にトレーニングを統けることが中高年
者の口経内局所免疫能を改善し、この改善が運動を継
続している限りは長期間維持し続ける可能性が考えら
れる。唾液中sIgAの変動とよ気遊感染症の擢患率との
関係はまだ明らかではないが、継続的なトレ…ニング
によって唾液中slgAレベルを高値に維持することは、
上気道感染症の穣患を抑制することが推測されるo
i結論]42ヶ月間の継続的トレーニングによって、中
高年者の唾液中slgAレベルが上昇し、高値を長期間維
持し続けた。
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